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Ⅱ 調査票 
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１．観光入込客数調査 

 

（１）観光関連施設 
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（２）行・祭事、イベント 
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（３）コンベンション 
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（４）宿泊施設 
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２．旅行者調査 

 

（１）観光地点 
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（２）宿泊施設 
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Ⅳ 用語解説 
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用語 定義・解説 

ア行  

 飲食費 レストラン、食堂、コンビニエンスストアなどで観光客が都内で支

出した食事代、飲食代、菓子代などとする。ただし、あらかじめ宿

泊料金に含まれている食事の代金、および宿泊した施設内での飲食

費は除く。 

カ行  

観光入込客実人数 観光地を訪れた実際の人数。日帰りでも宿泊でも、観光客の 1 回の

来訪を 1 人回と数える。 

観光入込客地点延べ人数 観光地内の観光地点・施設を訪れた利用客数の合計人数。1 人の観

光客が複数の観光移設・地点を利用すると重複して計上される。1

人の観光客が３つの施設を利用すると、3 人地点と数える。 

観光入込客地点延べ人数 1 日単位でみた観光地の中にいる観光客の実際の人数。日帰りは 1

人日、1 泊 2 日は 2 人日、2 泊 3 日は 3 人日と数える。 

 観光消費額 旅行・滞在中に都内の観光地点、宿泊施設において行う消費支出で、

宿泊、飲食、土産品購入、娯楽費などの消費総額。本調査では調査

対象となる支出内容を「宿泊費」、「飲食費」、「交通費」、「土産・買

物費」、「入場・観覧費」に分類。 

 逆行列係数 ある産業に１単位の需要が生じると、直接・間接の波及効果により、

各産業の生産額が最終的にどれくらいになるか（どれくらいの生産

額が必要になるか）を示す係数。 

 経済波及効果 観光消費による観光関連産業（旅館、飲食店、運輸、商業など）へ

の生産の増加などの直接効果と、その生産の増加がもたらす都内の

産業全体への波及効果の総和。本調査では「生産波及効果」「所得

効果」「雇用効果」「税収効果」をに分類。観光消費による生産波及

効果、所得効果、雇用効果、税収効果を第１次波及効果、第１次波

及効果により発生した消費による生産波及効果、所得効果、雇用効

果、税収効果を第２次波及効果とする。 

 交通費 主たる目的が訪問先での観光地点間を移動するために要した交通

費（ガソリン代、バス・電車・鉄道などの定期交通機関の運賃、タ

クシー代、有料道路料金、自動車レンタル料金）とする。 

 雇用効果 観光消費による生産の拡大によってもたらされた雇用の拡大をい

う。 

サ行  

産業連関表 産業連関分析の根幹を担うもので、一定の地域（国、都道府県、市

町村など）において一定期間（通常１年間）に行われた生産物（財

貨・サービス）の産業間の取引、産業と最終消費者（家計など）の

間の取引及び地域間の取引（輸移入）を１枚の表にまとめたもの。 

宿泊客泊延べ人数 1 日単位でみた観光地内に宿泊した観光客の人数。1 人の観光客が

連泊すると延べ人数として計上される。1 泊 2 日は 1 人泊、2 泊 3

日は 2 人泊と数える 

 宿泊費 宿泊施設を利用する際の料金で、あらかじめ宿泊料金に含まれる食

事代、宿泊した施設内での飲食費、サービス代、税金も含む 

 所得効果 観光消費による生産の拡大がもたらす付加価値の増加をいう。付加

価値の増加とは、生産の増加によってもたらされる企業の利潤、雇

用者の賃金所得の増加。 

 生産波及効果 観光消費によってもたらされる生産額の増加（売上高、出荷額の増

加）への寄与をいう。 
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用語 定義・解説 

 税収効果 観光消費により発生する生産波及効果や所得効果の結果として表

れた税収への影響。生産活動に伴う企業間の取引の増加は間接税の

増加を、所得の増加は個人住民税、法人住民税、法人事業税などの

直接税の増加を、所得の増加に伴った消費の拡大は間接税（消費税）

の増加をもたらす。 

タ行  

 直接効果 観光消費額のこと 

ナ行  

 人回 観光入込客実人数の単位 

 人地点 観光入込客地点延べ人数の単位 

 人日 観光入込客日延べ人数の単位 

 人泊 宿泊客延べ人数の単位 

 入場・観覧費 観光客がレクリエーション、および文化施設、スポーツ施設を利用

した際の入場料、観覧料とする。なお、遊覧船や川下り、ロープウ

ェイなどの観光を伴う交通機関の利用料金はこれに含まれる。 

ハ行  

 パラメータ 延べ人数から実人数及び延べ人数、実人数から観光消費額を算出す

るための係数。「入込客平均訪問観光地点数」「宿泊客平均宿泊日数」

「平均滞在日数」「宿泊客１人あたりの観光消費額」「日帰り客１人

あたりの観光消費額」 

 不達 郵送した調査票が宛先不明などにより届かない、返送されたこと 

マ行  

 土産・買物費 観光客が都内滞在中に支出した土産代、買物などに出費した額 
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